
� 建設機械施工 Vol.65　No.11　November　2013

�ʹ͓͚Δݱઃ施工ݐ
লΤωϧΪʔԽਪਐɾૉࣾܕձ構ஙのऔΈ

٢　ా　　　ܿ

地球ԹஆԽରࡦとして国ަ௨লにおいて取り組Μでいる，ハイブリッド建ઃػց等をೝఆする「
ૉܕ建ઃػցೝఆ制度」，およͼ，೩අج४をୡ成した建ઃػցをೝఆする「೩අج४ୡ成建ઃػցೝ
ఆ制度」について，制度の位置͚ͮ，֓ཁおよͼීٴଅਐࡦについてհする。また，建ઃ施のলΤω
Խにお͚るࠓ後の課題をཧする。
キーワード：建ઃػց，地球ԹஆԽ，লΤωϧΪʔ，ハイブリッド，೩අج४

1．はじめに

地球ԹஆԽ題は，地球規模でのରࡦがٻΊΒΕる
の課題であり，զが国においては，2008ۓ٤ 年͔Β
2012 年の 5 年間で 1990 年ൺ平ۉ 6ˋのԹࣨ効果Ψス
ٞژ，ٞఆॻのଋをୡ成するたΊژ減という
ఆॻඪୡ成ܭը（2005 年ֳܾٞఆ）にͮجいて，国，
地方ެஂڞମ，ۀࣄ者や国ຽ等の෯い層で地球Թஆ
ԽରࡦをਐΊて͖た。

し͔し，東日本大震災をػܖとしたྗࢠݪ発ి所の
Քಇఀࢭにより，2012 年度以降のഉग़ྔは 2011 年と
ൺֱし大෯な૿Ճがݒ೦さΕており，2020 年までに
25ˋഉग़減するとした国ެࡍについては，૯ཧࢦ
ࣔを౿まえ，25ˋ減ඪをθロϕʔスで見直しがਐ
ΊΒΕている（平成 25 年 9 月現在）。

し͔しながΒ，建ઃ施現にお͚るলΤωϧΪʔ
Խਪਐ・ૉࣾܕձ構築の取組み（以下「建ઃ施
のলΤωԽ」という。）がҾ͖ଓ͖ඞཁなことに͔
わりはない。このたΊ国ަ௨লにおいては，こΕま
で取り組Μで͖たハイブリッド建ઃػց等をೝఆする

「ૉܕ建ઃػցೝఆ制度」，およͼ，2013 年 4 月
にઃした೩අج४をୡ成した建ઃػցをೝఆする

「೩අج४ୡ成建ઃػցೝఆ制度」によるೝఆػցの
のলΤωԽをਪଅਐをਤることにより，建ઃ施ٴී
ਐしていくߟえである。

本稿ではこΕΒの制度の位置͚ͮ，֓ཁ，ීٴଅਐ
のলΤωԽの課題について後の建ઃ施ࠓおよͼࡦ
հする。

2．  建設施工の省エネ化の位置づけ，推進の
枠組み

建ઃ施のলΤωԽは，レϕϧの֤छࡦにお
いてその取組みが位置͚ͮΒΕており，そのॏཁ性は
。くೝさΕている

（1）第 4次環境基本計画
のࡦのอ全に関する施ڥըは，のܭ本جڥ

૯合的͔つ期的な施ࡦの大ߝをఆΊるものであり，
本法第جڥ 15 の規ఆに͖ͮج，ֳܾٞఆさΕる
ものである。平成 24 年 4 月にࡦఆさΕた第 4 ڥ࣍
とࡦの۩ମ「ࡦ地球ԹஆԽର」，ըにおいてはܭ本ج
して下هのようにࡌهさΕている。

・建ઃػցのলΤωϧΪʔԽ
　೩අ性能の༏Εたૉܕ建ઃػցのීٴଅਐ
をਤるとともに，世界でॳとなる建ઃػցの౷一
೩අ測ఆ手法ٴͼ೩අج४をࡦఆすることで，
建ઃػցのলΤωϧΪʔԽをਪਐする組みͮく
りをߦう。

（2）エネルギー基本計画
ΤωϧΪʔج本ܭըは，のΤωϧΪʔのधڅに

関する施ࡦの期的，૯合的͔つܭը的なਪਐをਤる
たΊ，ΤωϧΪʔجࡦ本法第 12 の規ఆに͖ͮج，
ֳܾٞఆさΕるものである。平成 22 年 6 月にࡦఆさ
ΕたΤωϧΪʔج本ܭըにおいては「ૉܕ成を
可能とするΤωϧΪʔधཁ構の実現」の۩ମࡦとし
て下هのようにࡌهさΕている。

特集＞＞＞　建築
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（ࡦ部ରۀ࢈）ٴցのීػ建ઃܕྀڥ・
　建ઃػցについては，品のライフαイΫϧ全
ମのΤωϧΪʔফඅྔのうͪ 90ˋఔ度が用࣌
にফඅさΕること͔Β，૯合的なࢹでΤωϧ
Ϊʔফඅྔの減をਐΊることがॏཁである。
　ハイブリッド建ػ等は௨ৗの建ઃػցにൺ，
೩අফඅྔの 25 ～ 40ˋの減を実現することが
で͖る。そこで，ハイブリッド建ػ等について，
2030 年において全建ػのൢചにΊるׂ合を 4
ׂ（現ঢ় 1ˋ）とすることをࢦし，ඞཁなࢧ
ԉをߦう。

（3）  国土交通省　中期的地球温暖化対策中間とり
まとめ

中期的地球ԹஆԽରࡦ中間とりまとΊは，国ަ௨
লとしてژٞఆॻඪୡ成ܭըにͮجいて取り組Μ
で͖たରࡦ・施ࡦをධՁするとともに，ࠓ後取り組Ή
͖地球ԹஆԽରࡦ・施ࡦについてݕ౼をՃえたもの
である。平成 24 年 4 月にެදさΕたಉ中間とりまと
Ίにおいては，「ݸผのରࡦ・施ࡦ」として下هのよ
うにࡌهさΕている。

・  建ઃ施にお͚る೩අ・ૉܕ建ઃػ
ցのීٴ

　平成 19 年より，特ఆのলΤωػ構をࡌした
「೩අܕ建ઃػց」のೝఆと༥ࢿによるࢧԉを
実施し，平成 22 年͔Βは，$02 ഉग़ྔ減が૬
ఔ度ਤΒΕたハイブリッドܕ，ి動ܕ等の「
ૉܕ建ઃػց」のೝఆと༥ࢿによるࢧԉを実施
しており，$02減ඪはୡ成可能なਫ४にある。
　こΕΒの取組にՃえ，೩අ性能に༏Εた建ઃػ
ցのීٴを的としたೝূ制度ઃのたΊ，ओཁ
な建ઃػցをରとして೩අ測ఆ手法ٴͼ೩අج
४のࡦఆをߦっており，さΒに特ఆ用్用建ઃ
。する౼ݕցのର֦大をػ

3．低炭素型建設機械認定制度

（1）制度の概要
ೋࢎԽૉ（$02）ഉग़ྔ減が૬ఔ度ਤΒΕた

もの（以下「ૉܕ建ઃػց」という。）のࣜܕに
ついてのೝఆをߦうことにより，$02 ഉग़減にࢿす
るૉܕ建ઃػցのීٴをଅਐし，建ઃ施におい
てഉग़さΕるೋࢎԽૉの減をਤるとともに，地球
༩することを的として，平成دอ全にڥ 22 年 4

月にೝఆを։࢝した。
ೝఆのཁ݅は下هのすてをみたす建ઃػցであ

る。

ᶃ  ΤωϧΪʔ回生ػ能（ిؾ）による༉ѹシϣϕ
ϧ，ΤωϧΪʔ回生ػ能（༉ѹ）による༉ѹシϣ
ϕϧ，ి動ܕ༉ѹシϣϕϧ（όッテリʔࣜ），
ి動ܕ༉ѹシϣϕϧ（༗ઢࣜ），ブϧドʔβ（発
ిࣜ）のいͣΕ͔であること。

ᶄ  ఆ֨ग़ྗが 19 L8 以上 560 L8 ະຬでܰ༉を
೩ྉとするものについては，特ఆ特घࣗ動ंഉ
ग़Ψスの規制等に関する法（Φフロʔド法）
のࣜܕಧग़がさΕていること。

ᶅ  ඪ४όέットࢁ積༰ྔが 0.25 N3 以上 1.70 N3

ະຬの༉ѹシϣϕϧຢはఆ֨ग़ྗが 19 L8 以
上 300 L8 ະຬのブϧドʔβについては，೩අ
。४以下であることج

˞  ৄ 国ަল：گͼೝఆঢ়ٴ報ࡉ H1「ϗʔム � ࡦ・
� ࣄ ૯合ࡦ � 建ઃ施・建ઃػց � 地球Թஆ
Խରࡦ」（VrM：IttQ���XXX.NMJt.Ho.KQ�ToHoTeJTBLV�
DoOTtQMBO�ToTeJ@DoOTtQMBO@tL@000005.ItNM）

（2）普及促進策
補ॿۚ（特घࣗ動ंにお͚るૉԽଅਐۀࣄ）お

よͼࣜגձࣾ日本ۚࡦ༥ެ庫にお͚る特ผି制度
建ઃܕࡦରڥにより（ۚࢿࡦΤωϧΪʔର・ڥ）
。をਤっているٴցのಋ入をଅਐし，本֨的なීػ
ᶃ補ॿۚ（特घࣗ動ंにお͚るૉԽଅਐۀࣄ）
・補ॿରۀࣄ者：ຽ間ۀࣄ者（リʔス・レϯλϧࣄ

 （者をؚΉۀ
・補ॿରۀࣄ：Φフロʔド法のج४ద合දࣔがさ

Εたものであって，国ަ௨লがࡦఆした「ૉ
ೝఆさΕ͖ͮجցのೝఆに関する規ఆ」にػ建ઃܕ
た建ઃػց

・補ॿରඅ：補ॿରとなるハイブリッドΦフロʔ
ドं等と，ಉछの௨ৗܕΦフロʔドंのं྆本ମՁ
֨のֹࠩの 1�2（補ॿۚަֹは 1 たり最大
130 ສԁ） 

・補ॿۀࣄのબఆ：一ൠެืをߦいબఆ（ઌணॱでは
ない）

ߟࢀ  ・ H1：IttQ���XXX.eOW.Ho.KQ�QreTT�QreTT.QIQ  
TerJBM�17086

ᶄ特ผି制度（ڥ・ΤωϧΪʔରۚࢿࡦ）
・༥ࢿରۀࣄ者：中খࢿ）ۀا本ۚのֹຢはग़ࢿの

૯ֹが 3 ԯԁ以下のձࣾຢはৗ࣌用するैۀһの
が 300 ਓ以下のձࣾٴͼݸਓ）またはݸਓখۀا 
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・༥ࢿର3：ۀࣄ. 国ަ௨লがࡦఆした「ૉܕ
建ઃػցのೝఆに関する規ఆ」に͖ͮجೝఆさΕた
建ઃػցを取ಘする方

・ିར：特ผརᶄ（平成 25 年 9 月 11 日の中খ
ۀࣄۀا 10 年 11 年以内の例，1.35ˋ） 

ߟࢀ・ H1：IttQT���XXX.KGD.Ho.KQ�O�pOBODe�TeBrDI� 
15@LBOLyoVtBJTBLV.ItNM

4．燃費基準達成建設機械認定制度

（1）制度の概要
೩අが最も༏Εた建ઃػցの೩ྉফඅ性能をצҊし

てఆΊた೩අج४をୡ成する建ઃػց（以下「೩අج
४ୡ成建ઃػց」という。）の関৺とཧղをਂΊ，
ೋࢎԽૉഉग़減にࢿする೩අج४ୡ成建ઃػցの
ցػଅਐをਤるとともに，೩අ性能の༏Εた建ઃٴී
や建ઃ施に関する建ઃۀ者によるࣗ発的な活動の実
施をଅਐし，地球ڥอ全にد༩することを的とし
て，平成 25 年 4 月͔Βೝఆを։࢝した。

なお，本制度のઃにい平成 19 年 11 月͔Βߦっ
て͖た「೩අܕ建ઃػցࢦఆ制度」は新たなೝఆを
ऴྃした。

ೝఆのཁ݅は下هのすてをみたす建ઃػցであ
る。

ᶃ  Φフロʔド法ഉग़Ψス 2014 年ج४にద合する
ものであること。

ᶄ  ೩අج४をୡ成する༉ѹシϣϕϧ・ϗイϧロʔ
μ・ブϧドʔβであること。

　  （೩අج४およͼ測ఆ方法等については「建
ઃの施اը 2012 年 12 月߸」をࢀর）

˞  ৄ 国ަল：گͼೝఆঢ়ٴ報ࡉ H1「ϗʔム � ࡦ・
� ࣄ ૯合ࡦ � 建ઃ施・建ઃػց � 地球Թஆ
Խରࡦ」（VrM� IttQ���XXX.NMJt.Ho.KQ�ToHoTeJTBLV�
DoOTtQMBO�ToTeJ@DoOTtQMBO@tL@000005.ItNM）

（2）普及促進策
ഉग़Ψス 2014 年ج४をຬたすことを݅として

いるたΊ，実ࡍのࣜܕಧग़は 2014 年度以降になると
ఆしている。そのたΊ 2014 年度͚にߪ入補ॿ制
度を४උしているとこΖである。

また，ߪ入࣌に೩අの༏Εた建ઃػցを༰қにબఆ
で͖，施の現においてもলΤω効果がアϐʔϧで
͖るよう，ೝఆさΕた建ઃػցにのみషすることが
で͖る「ೝఆラϕϧ」を࡞した（図─ 1）。

5．施策による建設施工の省エネ化の効果

ૉܕ建ઃػցٴͼ೩අج४ୡ成建ઃػցのීٴ
による $02 のલ提݅のもとه減ྔは下 1990 年度
ൺで 1,196 ઍ t-$02（˛ 8.5ˋ）減গするとࢉࢼしてい
る。（ग़所：平成 24 年度建ઃ施の地球ԹஆԽରݕࡦ
౼Պձ）

のલ提݅ࢉࢼ
・  ハイブリッド建ઃػցのൢചは，2020 年

度で༉ѹシϣϕϧ全ମの 3 ׂまで૿
・  2017 年度以降の新規ൢചは，半が೩අج४

ୡ成 100ˋ，半がୡ成 85ˋ
・  ೩අج४のର֎の建ઃػցの೩අ改ળはྀߟ

しない

6．  建設施工現場における CO2削減に向けた
今後の課題

೩අج४ୡ成建ઃػցೝఆ制度については，「中期
的地球ԹஆԽରࡦ中間とりまとΊ」でࢦఠさΕている
とおり，ϛχ༉ѹシϣϕϧ，ϗイʔϧΫレʔϯなど
$02 ഉग़ྔが大͖いものについて೩අج४ઃఆの֦
大をݕ౼するඞཁがある（図─ 2）。

図─ 1　認定ラベル 図─ 2　CO2 排出寄与率（2030 年の推計）
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また，೩අについては，۷の手ॱや࣌間のアイ
ドリϯάࢭなど，建ઃػցのӡస方法のӨڹも大͖
いといわΕているが，ఆྔ的なධՁは΄とΜどさΕて
いない。ࣗ動ंのようにলΤωӡసの効果をఆྔ的に
ࣔし，ීܒٴ発をਤっていくඞཁがある。

さΒに，近年，২物やഇ৯用༉をݪྉとするόイΦ
σΟʔθϧ೩ྉが，カʔϘϯχϡʔトラϧであるたΊ
地球ԹஆԽରࡦとしてඇৗに༗効であるとしてその
用がݧࢼ的にߦわΕており，ಉ༷のࣄ例はࠓ後一層૿
ՃすることがఆさΕる。その一方で，建ઃػց特༗
の現݅や用͔݅Β，ࣗ動ंよりもݪ動ػやഉ
ग़ΨスのӨڹがより生͡やすいݒ೦があり，ద正な
όイΦσΟʔθϧ೩ྉの取ѻいٴͼ建ઃػցのメϯテ
φϯス方法等についてݕ౼するඞཁがある。

7．おわりに

こΕまで，建ઃ施のলΤωԽについては「೩අ
ց୯ମのػఆ制度」をは͡Ίとした建ઃࢦցػ建ઃܕ
೩අ性能の上，ීٴを中৺に取り組Μで͖た。

等のൢചׂ合をػ後も，「ハイブリッド建ࠓ 4 ׂ」
や「2020 年の೩අج४ୡ成」といったඪに͚，
ଅਐに取り組Ήඞཁがある。とくに，新ٴଓ的にීܧ
たにઃఆさΕた「೩අج४ୡ成建ઃػցೝఆ制度」に
ついては，ߪ入࣌にൢചػछ͝との೩අൺֱがで͖る
ことなどについて，建ઃػցϢʔβʔにରして，わ͔
りやすいઆ明をଓ͚，ೝ度を͛ていくྗがඞཁ
である。

そΕとともに，効果的なলΤωӡసのਪਐおよͼό
イΦσΟʔθϧ೩ྉの活用など，建ઃػց୯ମの೩අ
性能によΒない建ઃ施のলΤωԽについてもݕ౼を
ਐΊてまいりたい。
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